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 登録時に ALTが高値を示した者 147人のうち、「12ヶ月後に 20IU/L以上減少」し
た者は 39人(27％)であった。毎日 1杯以上のドリップコーヒーを摂取していた者は
(vs.摂取なし)、「20IU/L以上減少」している者が多かった(OR=3.79; trend P=0.034)。
しかし、デカフェコーヒーの摂取者では、「20IU/L以上減少」した者はいなかった。 
【結論】C型慢性肝疾患患者において、ドリップコーヒー摂取はその後の ALTレベル
の安定化に有益な効果を示した。 
 
 
 
 
